
Firepower Threat Defense Virtualの展開

この章では、 Firepower Threat Defense Virtualを VMware vSphere環境（vSphere vCenterまたは
スタンドアロンの ESXiホストのどちらか）に展開する手順について説明します。

• VMwareの展開について（1ページ）
• vSphere vCenterへの Firepower Threat Defense Virtualの展開（2ページ）
• vSphere ESXiホストへの Firepower Threat Defense Virtualの展開（6ページ）
• CLIを使用した Firepower Threat Defense Virtualのセットアップの実行（11ページ）

VMwareの展開について
FirepowerThreatDefenseVirtual（FTDv）は、スタンドアロンのESXiサーバに展開でき、vCenter
vSphereを使用している場合は、vSphere Clientまたは vSphere Web Clientを使用して展開でき
ます。FTDvを正常に展開するには、vSphereのネットワーキング、ESXiホストのセットアッ
プと設定、仮想マシンのゲスト展開など、VMwareと vSphereについての詳しい知識が必要で
す。

FTDv VMware用の FTDvはオープン仮想化フォーマット（OVF）を使用して配布されます。
OVFは、仮想マシンをパッケージ化して展開する標準的な方法です。VMwareでは、vSphere
仮想マシンをプロビジョニングするための方法がいくつか用意されています。お使いの環境に

最適な方法は、インフラストラクチャの規模やタイプ、達成目標などの要因によって異なりま

す。

VMware vSphere Web Clientと vSphere Clientは、vCenter Server、ESXiホスト、および仮想マシ
ンへのインターフェイスです。VSphere Web Clientと vSphere Clientを使用して、vCenter Server
にリモート接続できます。VSphere Clientでは、任意のWindowsシステムから ESXiに直接接
続することもできます。VSphere Web Clientと vSphere Clientは、vSphere環境のすべての側面
を管理するための主要なインターフェイスです。これらはコンソールによる仮想マシンへのア

クセスも提供します。

vSphere Web Clientでは、すべての管理機能を使用できます。vSphere Clientでは、これらの機
能の一部を使用できます。
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vSphere vCenterへの Firepower Threat Defense Virtualの展
開

この手順を使用して、FirepowerThreatDefenseVirtual（FTDv）アプライアンスをVMwarevSphere
vCenterに展開します。vSphere Web Client（または vSphere Client）を使用して、FTDv仮想マ
シンを展開し、設定できます。

始める前に

• FTDvを導入する前に、vSphere（管理用）で少なくとも 1つのネットワークを設定してお
く必要があります。

手順

ステップ 1 vSphere Web Client（または vSphere Client）にログインします。

ステップ 2 vSphere Web Client（または vSphere Client）を使用し、[ファイル（File）] > [OVFテンプレート
の展開（Deploy OVF Template）]をクリックして、以前にダウンロードした OVFテンプレー
トファイルを展開します。

[OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]ウィザードが表示されます。

ステップ 3 ファイルシステムで OVFテンプレートソースの場所を参照し、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

次の Firepower Threat Defense Virtual VI OVFテンプレートを選択します。

Cisco_Firepower_Threat_Defense_Virtual-VI-X.X.X-xxx.ovf

ここで、X.X.X-xxxは、ダウンロードしたアーカイブファイルのバージョンとビルド番号を表し
ます。

ステップ 4 [OVFテンプレートの詳細（OVF Template Details）]ページを確認し、OVFテンプレートの情
報（製品名、バージョン、ベンダー、ダウンロードサイズ、ディスク上のサイズ、説明）を確

認して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [エンドユーザライセンス契約書（End User License Agreement）]ページが表示されます。OVF
テンプレート（VIテンプレートのみ）でパッケージ化されたライセンス契約書を確認し、[承
認（Accept）]をクリックしてライセンスの条件に同意し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [名前と場所（Name and Location）]ページで、この展開の名前を入力し、FTDvを展開するイ
ンベントリ内の場所（ホストまたはクラスタ）を選択して、[次へ（Next）]をクリックしま
す。名前はインベントリフォルダ内で一意である必要があり、最大 80文字を使用できます。

VSphere Web Clientでは、インベントリビューに管理対象オブジェクトの組織階層が表示され
ます。インベントリは、vCenter Serverまたはホストが管理対象オブジェクトを整理する目的
で使用する階層構造です。この階層には、vCenter Serverにあるすべての監視対象オブジェク
トが含まれています。
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ステップ 7 Firepower Threat Defense Virtualを実行するリソースプールに移動して選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

このページは、クラスタにリソースプールが含まれている場合にのみ表示されます。（注）

ステップ 8 [導入設定（Deployment Configuration）]を選択します。[設定（Configuration）]ドロップダウン
リストから、サポートされている 3つの vCPU/メモリ値のいずれかを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

バージョン 6.4以降では、FTDvは、調整可能な vCPUおよびメモリリソースを使用
して展開されます。6.4より前のバージョンでは、FTDvは、固定構成の 4 vCPU/8 GB
デバイスとして展開されていました。「システム要件」を参照してください。

重要

ステップ 9 仮想マシンファイルを保存する [保存（Storage）]場所を選択し、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

このページで、宛先クラスタまたはホストですでに設定されているデータストアから選択しま

す。仮想マシンコンフィギュレーションファイルおよび仮想ディスクファイルが、このデー

タストアに保存されます。仮想マシンとそのすべての仮想ディスクファイルを保存できる十分

なサイズのデータストアを選択してください。

ステップ 10 仮想マシンの仮想ディスクを保存するための「ディスク形式」を選択し、[次へ（Next）]をク
リックします。

[シックプロビジョン（Thick Provisioned）]を選択すると、すべてのストレージは、ただちに
割り当てられます。[シンプロビジョン（Thin Provisioned）]を選択すると、データが仮想ディ
スクに書き込まれるときに、必要に応じてストレージが割り当てられます。また、シンプロビ

ジョニングにより、仮想アプライアンスの展開に要する時間を短縮できます。

ステップ 11 [ネットワークマッピング（NetworkMapping）]ページで、OVFテンプレートで指定されたネッ
トワークをインベントリ内のネットワークにマッピングし、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

Management 0-0インターフェイスが、インターネットから到達可能なVMネットワークと関連
付けられていることを確認します。非管理インターフェイスは、管理モードに応じてFirepower
Management Centerまたは Firepower Device Managerから設定できます。

FTDvVMwareでは、仮想デバイスを作成するときに、デフォルトがvmxnet3インター
フェイスになりました。以前は、デフォルトは e1000でした。e1000インターフェイ
スを使用している場合は、切り替えることを強く推奨します。Vmxnet3のデバイスド
ライバとネットワーク処理は ESXiハイパーバイザと統合されているため、使用する
リソースが少なくなり、ネットワークパフォーマンスが向上します。

重要

ネットワークはアルファベット順になっていない可能性があります。ネットワークを見つける

ことが非常に困難な場合は、後で [設定の編集（Edit Settings）]ダイアログボックスからネッ
トワークを変更できます。展開後、FTDvインスタンスを右クリックして [設定の編集（Edit
Settings）]を選択します。ただし、この画面にはFTDvの IDは表示されません（ネットワーク
アダプタ IDのみ）。
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以下に示す、FTDvインターフェイスのネットワークアダプタ、送信元ネットワーク、宛先ネッ
トワークの対応を参照してください（これらはvmxnet3デフォルトのインターフェイスです）。

表 1 :送信元から宛先ネットワークへのマッピング：vmxnet3

機能宛先ネットワーク送信元ネットワークネットワークアダプタ

管理Management 0/0Management 0-0ネットワークアダプタ
1

診断Diagnostic 0/0Diagnostic 0-0ネットワークアダプタ
2

外部データGigabitEthernet 0/0GigabitEthernet 0-0ネットワークアダプタ
3

内部日付GigabitEthernet 0/1GigabitEthernet 0-1ネットワークアダプタ
4

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/2GigabitEthernet 0-2ネットワークアダプタ
5

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/3GigabitEthernet 0-3ネットワークアダプタ
6

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/4GigabitEthernet 0-4ネットワークアダプタ
7

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/5GigabitEthernet 0-5ネットワークアダプタ
8

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/6GigabitEthernet 0-6ネットワークアダプタ
9

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/7GigabitEthernet 0-7ネットワークアダプタ
10

FTDvを展開する際には、合計10個のインターフェイスを指定できます。データインターフェ
イスについて、送信元ネットワークが正しい宛先ネットワークにマッピングされ、各データイ

ンターフェイスが一意のサブネットまたはVLANにマッピングされていることを確認します。
すべての FTDvインターフェイスを使用する必要はありません。使用する予定がないインター
フェイスについては、FTDv設定内でそのインターフェイスを無効のままにしておいて構いま
せん。

ステップ 12 [プロパティ（Properties）]ページで、OVFテンプレート（VIテンプレートのみ）でパッケー
ジ化された、ユーザ設定可能なプロパティを設定します。

a) パスワード

FTDv管理アクセス用のパスワードを設定します。
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b) ネットワーク

完全修飾ドメイン名（FQDN）、DNS、検索ドメイン、ネットワークプロトコル（IPv4ま
たは IPv6）などのネットワーク情報を設定します。

c) 管理

管理モードを設定します。[ローカルマネージャを有効にする（Enable LocalManager） ]の
ドロップダウン矢印をクリックし、Webベースの Firepower Device Manager統合設定ツー
ルを使用する場合は [はい（Yes）]を選択します。FirepowerManagement Centerを使用して
このデバイスを管理する場合は、[いいえ（No）]を選択します。管理オプションの選択方
法の概要については、「Firepowerデバイスの管理方法」を参照してください。

d) ファイアウォールモード

初期ファイアウォールモードを設定します。[ファイアウォールモード（Firewall Mode）]
のドロップダウン矢印をクリックし、サポートされている 2つのモードである [ルーテッ
ド（Routed）]または [トランスペアレント（Transparent）]のどちらかを選択します。

[ローカルマネージャを有効にする（Enable Local Manager） ]で [はい（Yes）]を選択した
場合は、[ルーテッド（Routed）]ファイアウォールモードのみを選択できます。ローカル
の Firepower Device Managerを使用してトランスペアレントファイアウォールモードのイ
ンターフェイスを設定することはできません。

e) 登録

[ローカルマネージャを有効にする（Enable Local Manager） ]で [いいえ（No）]を選択し
た場合は、管理を行う Firepower Management Centerにこのデバイスを登録するのに必要な
クレデンシャルを指定する必要があります。次の情報を入力します。

• [管理を行うDefense Center（Managing Defense Center）]：FMCのホスト名または IPア
ドレスを入力します。

• [登録キー（RegistrationKey）]：登録キーは、ユーザが生成するキーで、1回限り使用
でき、37文字以下にする必要があります。有効な文字には、英数字（A～Z、a～z、0
～9）、およびハイフン（-）などがあります。デバイスをFMCに追加するときに、こ
の登録キーを思い出す必要があります。

• [NAT ID]：FTDvと FMCがネットワークアドレス変換（NAT）デバイスによって分
離されていて、Firepower Management Centerが NATデバイスの背後にある場合は、一
意の NAT IDを入力します。これは、ユーザが生成するキーで、1回限り使用でき、
37文字以下にする必要があります。有効な文字には、英数字（A～Z、a～z、0～9）、
およびハイフン（-）などがあります。

f) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [準備完了（Ready To Complete）]セクションで、表示された情報を確認します。これらの設定
を使用して展開を開始するには、[終了（Finish）]をクリックします。変更を加えるには、[戻
る（Back）]をクリックして前の各画面に戻ります。

オプションで、[展開後に電源をオン（Power on after deployment）]オプションにチェックマー
クを付けて、FTDvの電源をオンにし、[終了（Finish）]をクリックします。
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ウィザードが完了すると、vSphere Web Clientによって仮想マシンが処理されます。[グローバ
ル情報（Global Information）]領域の [最近使用したタスク（Recent Tasks）]ペインで [OVF展
開の初期設定（Initialize OVF deployment）]ステータスを確認できます。

この手順が終了すると、[OVFテンプレートの展開（DeployOVFTemplate）]完了ステータスが
表示されます。

FTDv仮想インスタンスがインベントリ内の指定されたデータセンターの下に表示されます。
新しい VMの起動には、最大 30分かかることがあります。

Cisco Licensing Authorityに FTDvを正常に登録するには、FTDvにインターネットア
クセスが必要です。インターネットに接続してライセンス登録を完了させるには、導

入後に追加の設定が必要になることがあります。

（注）

次のタスク

次の手順は、選択した管理モードによって異なります。

• [ローカルマネージャを有効にする（Enable Local Manager） ]で [いいえ（No）]を選択し
た場合は、Firepower Management Centerを使用して FTDvを管理します。「Firepower
Management Centerを使用した Firepower Threat Defense Virtualの管理」を参照してくださ
い。

• [ローカルマネージャを有効にする（Enable Local Manager） ]で [はい（Yes）]を選択した
場合は、統合されている Firepower Device Managerを使用して FTDvを管理します。
「Firepower Device Managerを使用した Firepower Threat Defense Virtualの管理」を参照し
てください。

管理オプションの選択方法の概要については、「Firepowerデバイスの管理方法」を参照して
ください。

vSphere ESXiホストへの Firepower Threat Defense Virtual
の展開

この手順を使用して、Firepower Threat Defense Virtual（FTDv）アプライアンスを単一の ESXi
ホストに展開します。VMware Host Client（または vSphere Client）を使用して、単一の ESXi
ホストを管理でき、FTDv仮想マシンの展開や設定といった仮想化の基本的な操作などの管理
タスクを実行できます。
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VMware Host Clientは vSphereWeb Clientとユーザインターフェイスが似ていますが、まったく
異なるものであることに注意してください。vSphere Web Clientは、vCenter Serverに接続して
複数の ESXiホストを管理する場合に使用します。一方、VMware Host Clientは単一の ESXiホ
ストを管理する場合に使用します。

（注）

vCenter環境に Firepower Threat Defense Virtualアプライアンスを展開する方法については、
「vSphere vCenterへの Firepower Threat Defense Virtualの展開（2ページ）」参照してくださ
い。

始める前に

• FTDvを展開する前に、vSphere（管理用）で少なくとも 1つのネットワークを設定してお
く必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco.comから VMware ESXi用の Firepower Threat Defense Virtualインストールパッケージをダ
ウンロードして、ローカル管理コンピュータに保存します。

https://www.cisco.com/go/ftd-software

Cisco.comのログインおよびシスコサービス契約が必要です。

ステップ 2 tarファイルを作業ディレクトリに解凍します。ディレクトリからファイルを削除しないでく
ださい。次のファイルが含まれています。

• Cisco_Firepower_Threat_Defense_Virtual-VI-X.X.X-xx.ovf：vCenter展開用

• Cisco_Firepower_Threat_Defense_Virtual-ESXi-X.X.X-xx.ovf：ESXi展開用

• Cisco_Firepower_Threat_Defense_Virtual-X.X.X-xx.vmdk：VMware仮想ディスクファイル

• Cisco_Firepower_Threat_Defense_Virtual-VI-X.X.X-xx.mf：vCenter展開用マニフェストファイ
ル

• Cisco_Firepower_Threat_Defense_Virtual-ESXi-X.X.X-xx.mf：ESXi展開用マニフェストファイ
ル

ここで、X.X.X-xxは、ダウンロードしたアーカイブファイルのバージョンとビルド番号を表し
ます。

ステップ 3 ブラウザで、 http://（ホスト名）/uiまたは http://（ホスト IPアドレス）/uiという形式を使用
して、ESXiターゲットのホスト名または IPアドレスを入力します。

ログイン画面が表示されます。

ステップ 4 管理者のユーザ名とパスワードを入力します。
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ステップ 5 [ログイン（Login）]をクリックして続行します。

これで、ターゲットの ESXiホストにログインしました。

ステップ 6 VMware Host Clientのインベントリで、[ホスト（Host）]を右クリックし、[VMの作成/登録
（Create/Register VM）]を選択します。

[新規仮想マシンウィザード（New Virtual Machine Wizard）]が開きます。

ステップ 7 [作成タイプの選択（Select creation type）]ページで、[OVFまたはOVAファイルから仮想マシ
ンを導入（Deploy a virtual machine from an OVF or OVA file）]を選択し、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 8 ウィザードの [OVFおよびVMDKファイルの選択（Select OVF and VMDK files）]ページで次の
操作を行います。

a) FTDv仮想マシンの名前を入力します。

仮想マシン名には 80文字まで含めることができます。マシン名は各 ESXiインスタンスの
中で一意にする必要があります。

b) 青いペインをクリックし、 FTDv tarファイルを解凍したディレクトリを参照して、ESXi
OVFテンプレートと付随する VMDKファイルを選択します。

Cisco_Firepower_Threat_Defense_Virtual-ESXi-X.X.X-xx.ovf

Cisco_Firepower_Threat_Defense_Virtual-X.X.X-xx.vmdk

ここで、X.X.X-xxは、ダウンロードしたアーカイブファイルのバージョンとビルド番号を
表します。

必ず ESXi OVFを選択してください。注目

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

使用しているローカルシステムストレージが開きます。

ステップ 10 ウィザードの [ストレージの選択（Select storage）]ページで、アクセス可能なデータストアの
リストからデータストアを選択します。

仮想マシンの設定ファイルとすべての仮想ディスクが、このデータストアに保存されます。

データストアはそれぞれ、サイズ、速度、可用性などのプロパティが異なる場合があります。

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 FTDvの ESXi OVFと一緒にパッケージ化されている [展開オプション（Deployment options）]
を設定します。

a) [ネットワークマッピング（Network Mapping）]：OVFテンプレートで指定されたネット
ワークをインベントリ内のネットワークにマッピングし、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

Management 0-0インターフェイスが、インターネットから到達可能なVMネットワークと
関連付けられていることを確認します。非管理インターフェイスは、管理モードに応じて

Firepower Management Centerまたは Firepower Device Managerから設定できます。
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FTDvVMwareでは、仮想デバイスを作成するときに、デフォルトがvmxnet3イン
ターフェイスになりました。以前は、デフォルトはe1000でした。e1000インター
フェイスを使用している場合は、切り替えることを強く推奨します。Vmxnet3の
デバイスドライバとネットワーク処理は ESXiハイパーバイザと統合されている
ため、使用するリソースが少なくなり、ネットワークパフォーマンスが向上しま

す。

重要

ネットワークはアルファベット順になっていない可能性があります。ネットワークを見つ

けることが非常に困難な場合は、後で [設定の編集（Edit Settings）]ダイアログボックス
からネットワークを変更できます。展開後、FTDvインスタンスを右クリックして [設定の
編集（Edit Settings）]を選択します。ただし、この画面には FTDvの IDは表示されません
（ネットワークアダプタ IDのみ）。

以下に示す、FTDvインターフェイスのネットワークアダプタ、送信元ネットワーク、宛
先ネットワークの対応を参照してください（これらは vmxnet3デフォルトのインターフェ
イスです）。

表 2 :送信元から宛先ネットワークへのマッピング：vmxnet3

機能宛先ネットワーク送信元ネットワークネットワークアダプ

タ

管理Management 0/0Management 0-0ネットワークアダプ

タ 1

診断Diagnostic 0/0Diagnostic 0-0ネットワークアダプ

タ 2

外部データGigabitEthernet 0/0GigabitEthernet 0-0ネットワークアダプ

タ 3

内部日付GigabitEthernet 0/1GigabitEthernet 0-1ネットワークアダプ

タ 4

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/2GigabitEthernet 0-2ネットワークアダプ

タ 5

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/3GigabitEthernet 0-3ネットワークアダプ

タ 6

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/4GigabitEthernet 0-4ネットワークアダプ

タ 7

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/5GigabitEthernet 0-5ネットワークアダプ

タ 8

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/6GigabitEthernet 0-6ネットワークアダプ

タ 9
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機能宛先ネットワーク送信元ネットワークネットワークアダプ

タ

データトラフィック

（オプション）

GigabitEthernet 0/7GigabitEthernet 0-7ネットワークアダプ

タ 10

FTDvを展開する際には、合計 10個のインターフェイスを指定できます。データインター
フェイスについて、送信元ネットワークが正しい宛先ネットワークにマッピングされ、各

データインターフェイスが一意のサブネットまたはVLANにマッピングされていることを
確認します。すべての FTDvインターフェイスを使用する必要はありません。使用する予
定がないインターフェイスについては、FTDv設定内でそのインターフェイスを無効のま
まにしておいて構いません。

b) [ディスクプロビジョニング（Disk provisioning）]：仮想マシンの仮想ディスクを保存する
ためのディスク形式を選択します。

[シック（Thick）]プロビジョニングを選択すると、すべてのストレージがただちに割り当
てられます。[シン（Thin）]プロビジョニングを選択すると、データが仮想ディスクに書
き込まれるときに、必要に応じてストレージが割り当てられます。また、シンプロビジョ

ニングにより、仮想アプライアンスの展開に要する時間を短縮できます。

ステップ 13 新規仮想マシンウィザードの [準備完了（ReadyToComplete）]ページで、仮想マシンの設定を
確認します。

a) （任意）ウィザードの設定を確認または変更するには、[戻る（back）]をクリックして戻
ります。

b) （任意）作成タスクを破棄してウィザードを閉じるには、[キャンセル（Cancel）]をクリッ
クします。

c) [終了（Finish）]をクリックして作成タスクを完了し、ウィザードを終了します。

ウィザードが完了すると、ESXiホストによって VMが処理されます。展開のステータス
は [最近使用したタスク（Recent Tasks）]で確認できます。展開が成功すると、[結果
（Results）]列に [正常に完了（Completed successfully）]が表示されます。

新しいFTDv仮想マシンインスタンスが、ESXiホストの仮想マシンインベントリの下に表
示されます。新しい仮想マシンの起動には、最大 30分かかることがあります。

Cisco LicensingAuthorityに FTDvを正常に登録するには、FTDvにインターネット
アクセスが必要です。インターネットに接続してライセンス登録を完了させるに

は、導入後に追加の設定が必要になることがあります。

（注）

次のタスク

• CLIを使用して仮想デバイスのセットアップを完了します。これは、ESXiOVFテンプレー
トを使用して FTDvを展開する場合の次の手順になります。「CLIを使用した Firepower
Threat Defense Virtualのセットアップの実行（11ページ）」を参照してください。
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CLIを使用した Firepower Threat Defense Virtualのセット
アップの実行

ESXi OVFテンプレートを使用して展開した場合は、CLIを使用して FTDvをセットアップす
る必要があります。Firepower Threat Defense VirtualアプライアンスにはWebインターフェイス
がありません。また、VIOVFテンプレートを使用して展開し、かつ展開時にセットアップウィ
ザードを使用しなかった場合は、CLIを使用して、Firepowerシステムに必要な設定を行うこと
ができます。

VI OVFテンプレートを使用して展開し、かつセットアップウィザードを使用した場合は、仮
想デバイスが設定済みであり、それ以上のデバイス設定は必要ありません。以降の手順は、選

択する管理モードによって異なります。

（注）

新しく設定されたデバイスに初めてログインするときに、EULAを読んで同意する必要があり
ます。次に、セットアッププロンプトに従って管理パスワードを変更し、デバイスのネット

ワーク設定およびファイアウォールモードを設定します。

セットアッププロンプトに従う際に、複数の選択肢がある質問では、選択肢が (y/n)のように
括弧で囲まれて示されます。デフォルト値は、[y]のように大カッコ内に列挙されます。選択
を確定するには、Enterキーを押します。

手順

ステップ 1 VMwareコンソールを開きます。

ステップ 2 [firepowerログイン（firepower login）]プロンプトで、ユーザ名 adminとパスワード Admin123
のデフォルトのクレデンシャルでログインします。

ステップ 3 Firepower Threat Defenseシステムが起動すると、セットアップウィザードでシステムの設定に
必要な次の情報の入力を求められます。

•使用許諾契約の同意

•新しい管理者パスワード

• IPv4または IPv6の構成

• IPv4または IPv6の DHCP設定

•管理ポートの IPv4アドレスとサブネットマスク、または IPv6アドレスとプレフィックス

•システム名

•デフォルトゲートウェイ

• DNSセットアップ

Firepower Threat Defense Virtualの展開
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• HTTPプロキシ

•管理モード（ローカル管理が Firepower Device Managerを使用）

ステップ 4 セットアップウィザードの設定を確認します。デフォルト値または以前に入力した値がカッコ
内に表示されます。以前に入力した値をそのまま使用する場合は、Enterを押します。

設定が実装されたときに、VMwareコンソールにメッセージが表示される場合があります。

ステップ 5 プロンプトに従ってシステム設定を行います。

ステップ 6 コンソールが firepower#プロンプトに戻るときに、設定が正常に行われたことを確認します。

Cisco Licensing Authorityに FTDvを正常に登録するには、FTDvにインターネットア
クセスが必要です。インターネットに接続してライセンス登録を完了させるには、導

入後に追加の設定が必要になることがあります。

（注）

次のタスク

次の手順は、選択した管理モードによって異なります。

• [ローカルマネージャを有効にする（Enable Local Manager） ]で [いいえ（No）]を選択し
た場合は、Firepower Management Centerを使用して FTDvを管理します。「Firepower
Management Centerを使用した Firepower Threat Defense Virtualの管理」を参照してくださ
い。

• [ローカルマネージャを有効にする（Enable Local Manager） ]で [はい（Yes）]を選択した
場合は、統合されている Firepower Device Managerを使用して FTDvを管理します。
「Firepower Device Managerを使用した Firepower Threat Defense Virtualの管理」を参照し
てください。

管理オプションの選択方法の概要については、「Firepowerデバイスの管理方法」を参照して
ください。
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